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基礎調査①

調査概要

調査目的
要介護状態になる前の高齢者のリスクや社会参加状況を把握し，地域の抱える課題
を特定すること（地域診断）を目的に実施

調査対象者 自立及び要支援1・2，総合事業対象者の高齢者

調査方法
調査地域：柏市全域
調査方法：郵送配布－郵送回収
調査期間：令和４年12月５日から令和４年12月26日

回収状況
発送数 回収数 回収率 有効回答数 有効回答率

7,000 5,124 73.2％ 5,069 72.4％

その他

一般社団法人日本老年学的評価研究機構（JAGES機構）と協力して実施している

「他市町村」は令和４年度の健康とくらしの調査に参加した自治体のうち，同時期に
調査を実施した自治体（※）の平均

幸福感があるかた（8/10点以上）の割合は49.8％

となっており，他市町村と比較すると，今回・前回とも

に柏市が多くなっています。

また，前回と比較すると2.6ポイント増加しています。

友人・知人と会う頻度が高いかた（月１回以上）

の割合は61.5％となっています。

他市町村と比較すると，今回・前回ともに柏市が

少なくなっており，特に今回調査では他市町村に

比べて2.9ポイント少なくなっています。

また，前回と比較すると4.8ポイント少なくなって

おり，新型コロナウイルス感染症の影響などがあ

ると考えられます。

幸福感
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友人・知人と会う頻度
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※七戸町，六ヶ所村（青森県），岩沼市（宮城県），松戸市，柏市，四街道市，睦沢町，長柄町（千葉県）， 町田市，東村山市

（東京都），横浜市（神奈川県），新潟市，十日町市（新潟県），揖斐広域連合（岐阜県），名古屋市（愛知県），神戸市，西

脇市，丹波篠山市（兵庫県），生駒市（奈良県），岩美町（鳥取県）の20 保険者
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健康とくらしの調査

資料２



認知症の相談先の認知度について，『知っている』

（「よく知っている」，「ある程度知っている」の合計）

は21.1％となっています。

前回と比較すると，2.9ポイント少なくなっており，より

周知していく必要性があると考えられます。

認知症の相談先の認知度
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身近な相談相手や相談場所
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身近な相談相手や相談場所があるかたの

割合は94.5％となっています。

前回との大きな差はみられず，高い水準で

推移しています。

地域の中で安心して生活できていると感じるか

聞いたところ， 『感じている』（「感じている」，

「どちらかといえば感じている」の合計）は

84.3％となっています。

前回と比較すると，1.1ポイント増加しています。

地域の中で安心して

生活できているか
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フレイルありと判定されたかた（基本チェックリ

スト８項目以上）の割合は，17.0％となってい

ます。

他市町村と比較すると，今回・前回ともに柏市

が少なくなっています。

また前回と比較すると，1.5ポイント少なくなっ

ています。

フレイルあり割合



社会参加
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会・グループに月１回以上参加しているかたの割合は，スポーツ関係のグループやクラブが30.4％，趣味関係

のグループが29.9％，ボランティアのグループが12.6％，学習・教養サークルが9.2％となっています。

他市町村と比較すると，すべての会・グループで今回・前回ともに柏市が多くなっています。特にスポーツ関係の

グループやクラブについて，今回調査では他市町村に比べて5.4ポイント多くなっています。

前回と比較すると，ボランティア，趣味関係，学習・教養サークルでは，月１回以上参加しているかたの割合は少

なくなっています。特に趣味関係のグループでは，前回調査より4.1ポイント少なくなっており，新型コロナウイル

ス感染症の影響などが考えられます。
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基礎調査②

（1）調査目的

調査名 調査目的

在宅介護実態調査
「要介護者の在宅生活の継続」や「介護者の就労の継続」に有効な介護サー
ビスの在り方を検討することを目的として実施

介護サービス事業所調査
介護サービス事業所の実態や取組みを把握することで，各種取り組みの効
果的な推進に向けた検討を行うことを目的として実施

ケアマネジャー調査
ケアマネジャーの就労実態等の把握や，今後充実が必要と考えるサービス等
の意見の確認を目的として実施

介護サービス従事者調査
介護現場で働く職員の就労状況等の実態を把握することで，各種取り組み
の効果的な推進に向けた検討を行うことを目的として実施

（2）調査の種類・対象者

調査名 調査対象

在宅介護実態調査
柏市内で在宅生活をしている要支援・要介護者のうち無作為に抽出したか
た

介護サービス事業所調査 柏市内の介護サービス提供事業所

ケアマネジャー調査
柏市介護支援専門員協議会に加入し，介護支援専門員として従事している
会員

介護サービス従事者調査
柏市内の介護サービス事業所の従事者（病院，診療所，歯科医院，薬局を除
く）

（3）調査方法

調査名 調査方法

在宅介護実態調査
調査地域：柏市全域
調査方法：郵送配布－郵送回収
調査期間：令和４年11月30日から令和４年12月23日

介護サービス事業所調査
調査地域：柏市全域
調査方法：郵送配布－郵送回収
調査期間：令和４年11月30日から令和５年１月20日

ケアマネジャー調査
調査地域：柏市全域
調査方法：郵送配布－郵送回収
調査期間：令和４年11月30日から令和５年１月20日

介護サービス従事者調査
調査地域：柏市全域
調査方法：インターネットのアンケートページへの入力による回答
調査期間：令和４年11月30日から令和５年１月20日

調査名 発送数 回収数 回収率 有効回答数 有効回答率

在宅介護実態調査 1,271 737 58.0％ 733 57.7％

介護サービス事業所調査 580 327 56.4％ 327 56.4％

ケアマネジャー調査 370 276 74.6％ 276 74.6％

介護サービス従事者調査 ー※ ー ー 607 ー

※介護サービス事業所調査 対象事業所の従事者

（4）回収状況
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要介護者の在宅生活の継続

施設等への入所・入居の検討状況について，

要介護３以上では「検討していない」が

54.8%，「検討中」が25.9%，「申請済み」

が19.3%となっており，現時点では約５割の

かたが在宅生活の継続を希望していると推

察されます。また，要介護３以上の「申請済

み」の割合は前回調査時（令和元年12月）

の7.4％から大幅に増加しています。
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主な介護者のかたが不安に感じる介護につ

いて，要介護３以上では特に「日中の排泄」

「夜間の排泄」「認知症状への対応」が多く，

いずれも３割以上のかたが不安に感じてい

ます。これらに係る介護不安をいかに軽減し

ていくかが，在宅生活継続のポイントになる

と考えられます。

在宅介護実態調査
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日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

●要介護度別・介護者が不安に感じる介護

要支援１・２(n=106) 要介護１・２(n=249) 要介護３以上(n=140)

(%)
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(%)
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買い物

（宅配は含まない）

見守り、声かけ

配食

ゴミ出し

調理

サロンなどの定期的な

通いの場

その他

特になし

無回答

合計(n=733)

●在宅生活の継続に必要と感じる
支援・サービス

(%)
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02
介護者の就労継続

主な介護者の勤務形態は，フルタイム勤務

が26.7%，パートタイム勤務が17.4%，働

いていない介護者が48.2%となっていま

す。

介護者の就労継続見込みについて，フルタ

イム，パートタイムともに「問題はあるが，何

とか続けていける」が最も多くなっています。

就労継続見込みについて，『続けていく

のは難しい』（「続けていくのは，やや難

しい」「続けていくのは，かなり難し

い」）は，要支援１～要介護１が17.3%，

要介護２以上が22.1％となっています。

要介護度が高いほうが，就労継続が困

難と考えている人が多いことがうかが

えます。
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●就労状況別・就労継続見込み
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わからない

●要介護度別・就労継続見込み（フルタイム+パートタイム勤務）

就労継続に効果的な勤め先からの支

援について，「介護休業・介護休暇等

の制度の充実」「労働時間の柔軟な選

択（フレックスタイム制など）」が

24.2％で最も多く，次いで「制度を利

用しやすい職場づくり」が21.2％，「介

護をしている従業員への経済的な支

援」が20.8％となっています。
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制度を利用しやすい職場づくり

介護をしている従業員への経済的な支援

自営業・フリーランス等のため、勤め先はない

働く場所の多様化（在宅勤務・テレワークなど）

仕事と介護の両立に関する情報の提供

介護に関する相談窓口・相談担当者の設置

その他

特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

合計(n=236)

●就労継続に効果的な勤め先からの支援 (%)
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医療ニーズの高い在宅療養者を
支える支援・サービスの提供体制

要介護度別の訪問診療の利用割合をみると，要

介護度が高いほど訪問診療の利用割合が多い

傾向がみられます。介護度が重度なかたにおけ

る在宅医療の重要性が示唆されます。

03

本人の年齢で最も人数が多かっ

た80歳代（260人）をみると，主な

介 護 者 の 年 齢 は 50 歳 代 が

38.8％と最も多く，次いで80歳以

上が24.6％となっています。また，

70歳代（12.3%）と80歳以上を

合わせると４割弱を占めており，本

市においても老老介護の状況が

みられます。

介護を受ける本人と介護者の年齢
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●本人の年齢別・主な介護者の年齢
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●要介護度別・訪問診療の利用割合
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10～8点 7～5点 4～0点 無回答

●本人の幸福度と生活への満足度
幸福度と生活への満足度

05

本人の幸福度について，「幸せ（10～8

点）」は37.8％となっています。

本人の生活への満足度について，「満足し

ている（10～8点）」は36.3％となっていま

す。
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事業所概要

正規職員数は「１人」が事業者全体の

9.2％ ， 「５人未満」が46.2％と，少ない

正規職員で運営する事業所が多く，一方

で非正規職員数が「10人以上」との回

答が33.0％となっています。

01

介護サービス事業所調査

令和３年度の採用状況をみると， 「０人」は正規

職員では37.0％ ，非正規職員では33.6％ と

なっています。また，正規・非正規職員いずれも採

用していない事業所は69事業所で，全体の２割

を超えています。

02 人材採用

８割を超える事業所が，人材が集まらな

いと感じています。集まらない理由として，

「 他業種 と比べて ， 賃金が低い 」

（57.1％） ， 「他業種と比べて，休暇が

取りにくい」（26.0％），「他業種と比べ

て ， 勤 務 時 間 が 不 規 則 で あ る 」

（25.3％）といった，他業種と比べた条

件面をあげる声が多くなっています。また，

「同業他社との人材獲得競争が激しい」

（52.7％），「介護の仕事に対してマイナ

スのイメージがある」（37.4％）などが多

く挙げられています。

9.2 37.0 26.9 14.7 

4.0 4.0 

4.3 

0 20 40 60 80 100

正規職員

(n=327)

(%)

１人 ２～５人未満 ５～10人未満 10～30人未満

30～50人未満 50人以上 無回答

●職員数（正規職員）

7.0 9.2 16.2 19.0 33.0 15.6 

0 20 40 60 80 100

非正規職員

(n=327)

(%)

０人 １人 ２～５人未満 ５～10人未満 10人以上 無回答

●職員数（非正規職員）

37.0 34.6 12.8 4.3 

1.5 0.3 

9.5 

0 20 40 60 80 100

正規職員

(n=327)

(%)

０人 １～２人 ３～５人 ６～10人 11～20人 21人以上 無回答

●採用者数（正規職員）

33.6 29.1 13.8 5.2 

2.8 0.9 

14.7 

0 20 40 60 80 100

非正規職員

(n=327)

(%)

０人 １～２人 ３～５人 ６～10人 11～20人 21人以上 無回答

●採用者数（非正規職員）

57.1

52.7

37.4

26.0

25.3

19.0

15.8

15.0

5.5

8.4

1.5

1.1

0 20 40 60 80

他業種と比べて，賃金が低い

同業他社との人材獲得競争が激しい

介護の仕事に対して

マイナスのイメージがある

他業種と比べて，休暇が取りにくい

他業種と比べて，勤務時間が不規則である

コストが理由で採用活動を十分に

行えていない

人員不足が理由で採用活動を十分に

行えていない

勤務地への交通アクセスが良くない

ノウハウ不足により採用活動を十分に

行えていない

その他

分からない

無回答

合計(n=327)

(MA%)●人材が集まらない理由



介護職員不足

事業所の「人材不足を感じている」との回答が

78.3％を占め，人材不足を感じる理由につい

て，「人材の確保（採用）が困難」が88.7％と

多くなっています。その他の意見では，「新規依

頼に配置できるヘルパーがいない」や，「シフト

が埋まらない」という人材不足の状況を訴える

意見が多数みられました。

04

介護職員の離職状況

退職者数では，正規職員，非正規職員と

もに，「０人」が多くなっています。年間の

採用者数と退職者数から１年間の雇用者

数の増減をみると，正規職員では33.0％，

非正規職員では26.9％の事業者で増加

しています。

03
正規雇用者

（採用者数－退職者数）

増減 事業者数 割合

増加 108 33.0

増減なし 126 38.5

減少 39 11.9

無回答 54 16.5

非正規雇用者
（採用者数－退職者数）

増減 事業者数 割合

増加 88 26.9

増減なし 125 38.2

減少 43 13.1

無回答 71 21.7

●職員の増減（正規雇用者・非正規雇用者）

9

離職の理由として考えられるものでは，「他業種と比べて，賃金が低い」（21.4％），「職場の人間関係に不満が

ある」（19.9％），「同業他社で働きたい」「その他」（19.6％）が多くなっています。

看取りについて

事業所での最期（看取り）について，79.5％の入

所系施設が 「対応できる」と回答しました。

20.5%の施設が「対応できない」と回答した理由

としては， 「医師の協力が得られない」「看取りに

対応する看護師の確保ができない」が最も多く

なっています。

05

（n=327）

88.7 

29.7 

40.6 

6.3 

0.0 

0 20 40 60 80 100

人材の確保（採用）が困難

職員が定着しない

業務量が増えている

その他

分からない

●人材不足を感じる理由

合計(n=256)

(MA%)

62.5

62.5

37.5

37.5

25.0

12.5

12.5

0.0

0.0

0 20 40 60 80

医師の協力が得られない

看取りに対応する

看護師の確保ができない

看取りに対応する

介護職員の確保ができない

施設環境（設備）が整わない

法人等が看取りを

おこなわない方針である

看護師の理解・協力が得られない

介護職員の理解・協力が得られない

どのように対応すれば

よいかわからない

その他

(n=8)

●看取りに対応できない理由
(MA%)

78.3 17.1 4.6

0 20 40 60 80 100

全体(n=327)

(%)

感じている 感じていない 無回答

●事業所の人材不足を感じているか



ケアマネジャー調査

ケアマネジャー１人当たりで担当してい

る利用者数は平均37.1人(市内利用

者は平均30.3人)となっており，前回調

査では平均34.6人（市内利用者は平

均29.4人），前々回調査では平均

33.1人（市内利用者28.7人）あったこ

とから，ケアマネジャーの負担が引き続

き増加していることがうかがえます。

実際に，担当している利用者数につい

て，『負担感を感じている（多すぎると感

じる）』（ 「かなりある」「多少ある」 の

合計）と回答したケアマネジャーが約６

割でした。事務の効率化やケアプラン

の質の向上に向けた取り組みが必要と

なっています。

ケアマネジャー本人の状況

01

柏市内の介護サービス等の充足状況

02

「定期巡回・随時対応型訪問介

護看護」「訪問介護」「夜間対応

型訪問介護」「認知症対応型通

所介護」については，半数を超え

るケアマネジャーが充足させるべ

きと感じています。

また，充足させるべきと感じる介

護予防サービスは「介護予防通

所リハビリテーション」「介護予

防支援」が４割を超えています。

介護予防支援の回答が多く，担

当利用者数による負担を感じて

いるかたも多いことから，人材確

保や事務の軽減などの対策が重

要と考えられます。

10

●充足させるべきと感じるサービス

介護サービス 割合 介護予防サービス 割合

定期巡回･随時対応型
訪問介護看護

58.0 
介護予防通所
リハビリテーション

41.7 

訪問介護 57.2 介護予防支援 41.3 

夜間対応型訪問介護 56.9 
介護予防訪問
リハビリテーション

25.7 

認知症対応型通所介護 51.8 介護予防認知症対応型通所介護 25.7 

看護小規模多機能型居宅介護 46.0 介護予防短期入所療養介護 21.7 

総合事業サービス 割合 在宅福祉サービス 割合

訪問介護相当サービス 48.9 送迎費助成 38.8 

介護予防ケアマネジメント 43.8 配食サービス費助成 34.1 

訪問型サービスＤ（移動支援） 42.4 介護用品（紙おむつ）給付 33.0 

訪問型サービスＡ
（緩和した基準によるサービス）

39.9 居宅サービス利用者負担金助成 29.7 

訪問型サービスＢ
（住民主体による支援）

37.0 生活支援短期宿泊 27.2 

3.3

2.9

8.3

5.4

8.0

6.2

7.2

12.3

14.1

31.2

1.1

0 20 40 60

０人

１人～５人未満

５人～10人未満

10人～15人未満

15人～20人未満

20人～25人未満

25人～30人未満

30人～35人未満

35人～40人未満

40人以上

無回答

●担当利用者数（柏市内）
(%)

0.7

2.2

5.8

2.9

6.9

6.5

5.1

9.4

11.6

47.8

1.1

0 20 40 60

０人

１人～５人未満

５人～10人未満

10人～15人未満

15人～20人未満

20人～25人未満

25人～30人未満

30人～35人未満

35人～40人未満

40人以上

無回答

(n=276)

(%)

●担当利用者数（全体）

15.9 44.2 24.3 10.5 

4.0 

1.1 

0 20 40 60 80 100

全体(n=276)

(%)

かなりある 多少ある ちょうどよい あまりない ほとんどない 無回答

●担当利用者数による負担感の程度

平均

今回調査 37.1人

前回調査 34.6人

前々回調査 33.1人

平均

今回調査 30.3人

前回調査 29.4人

前々回調査 28.7人



インフォーマルなサービス

03

プランに位置付けたことがあるインフォーマルなサー

ビスについて，上位は「ごみ出し」「外出時の付き添

い（通院等）」「草取り･剪定」「サロン・通いの場」と

なっています。

現在不足していると感じるサービス上位も，同様のも

のとなっています。

地域包括支援センター，

関係機関との連携状況

04

11

地域包括支援センターとの連携が比較的とれている

内容では，「要支援者等の計画作成（実施しているか

たのみ）」「困難事例への対応」「資質向上に向けた

研修」の順に多くなっています。一方，「医療機関との

調整」ではとれていると回答した割合が半数以下に

なっています。制度面が充実してきている一方，様々な

ニーズを併せ持つ高齢者が増加していることから，地

域や関係機関を巻き込んだ調整やネットワークづくり

がより重要になっています。

また，業務を実施するうえで，関係者との連携がとれて

いないと回答したかたが挙げた理由としては，「なんと

なく苦手意識がある」（27.9％），次いで「連携する必

要があるかわからない」（27.3％），「機関の役割や機

能がわからない」（21.8％）の順に多くなっています。

関係機関の機能や支援内容について周知していくこと

が重要と考えられます。

●地域包括支援センターとの連携状況（連携の内容別）

とれている＋まあとれている計 割合

要支援者等の計画作成（実施しているかたのみ） 79.0

困難事例への対応 72.1

資質向上に向けた研修 69.5

虐待事例の早期発見と報告 62.0

地域や関係機関との調整・ネットワーク作り 55.1

医療機関との調整 42.0

とれている＋まあとれている計 割合

サービス提供事業者 93.5

地域包括支援センター職員 81.9

医療機関（ＭＳＷ） 66.0

医療機関（主治医） 35.5

柏地域医療連携センター職員 28.6

社会福祉協議会・地域支えあい推進員 27.2

柏地域医療連携センター職員以外の柏市役所職員 25.4

●関係機関との連携状況（機関別）

●インフォーマルサービスについて

現在不足していると
感じるサービス

割合

外出時の付き添い(通院等) 52.5 

ごみ出し 45.8 

サロン・通いの場 40.3 

草取り･剪定 39.1 

話し相手 39.1 

声かけ･見守り 38.2 

プランに位置付けたことが
あるサービス

割合

ごみ出し 67.2

外出時の付き添い(通院等) 50.4

草取り･剪定 48.3

サロン・通いの場 45.8

洗濯･部屋の掃除 34.0

買い物 33.6



介護サービス従事者調査

仕事の満足度02
現在の仕事の満足度について，「やや満足してい

る」（39.2％），次いで「どちらともいえない」

（21.4％），「満足している」（20.4％）の順に多く，

前回調査と比べて，満足しているかたの割合が増加

しています。また，正規職員より非正規職員で満足

度が高く，通算勤務年数が３年～５年未満では，「ど

ちらともいえない」が少なくなり，意見が分かれてい

る傾向がみられます。仕事の習得度が上がるにつれ

て業務負荷が上昇し，満足度に差が出ている可能

性が考えられます。

介護サービス従事者の状況01

雇用形態について，「正規職員」と回答したかたが

70.5％で最も多く，前回調査（64.5％）と比べると６

ポイント多くなっています。また，男性の64歳以下では

約９割が「正規職員」であるのに対し，女性では年齢

が上がるとともに「正規職員」が少なくなり，正規職員

が最も多い年代は30歳未満（76.2％）となっています。

65歳以上では男女ともに「非正規職員」のほうが多く

なっています。

12

20.4

19.8 

39.2 

35.9 

21.4 

26.5 

14.5 

11.5 

4.0 

6.4 

0 20 40 60 80 100

全体(n=607)

前回調査(n=724)

(%)

満足している やや満足している どちらともいえない
やや不満である 不満である 無回答

●仕事の満足度

70.5

64.5 

27.3 

34.0 

2.1 

1.5 

0 20 40 60 80 100

全体

(n=607)

前回調査

(n=724)

(%)

正規職員 非正規職員 その他

●雇用形態

91.7

100.0 

98.5 

94.1 

88.9 

33.3 

42.9 

76.2 

69.4 

66.9 

62.1 

48.6 

36.4 

23.1 

8.3 

1.5 

2.9 

11.1 

66.7 

57.1 

23.8 

28.6 

31.7 

34.3 

43.2 

59.1 

76.9 

2.9 

2.0 

1.4 

3.6 

8.1 

4.5 

0 20 40 60 80 100

男性 30歳未満(n=12)

30～39歳(n=44)

40～49歳(n=65)

50～59歳(n=34)

60～64歳(n=9)

65～69歳(n=6)

70歳以上(n=7)

女性 30歳未満(n=21)

30～39歳(n=49)

40～49歳(n=142)

50～59歳(n=140)

60～64歳(n=37)

65～69歳(n=22)

70歳以上(n=13)

(%)

正規職員 非正規職員 その他

●性年齢別・雇用形態

53.8 

58.7 

65.8 

61.7 

53.0 

62.5 

28.2 

17.5 

8.2 

19.5 

29.1 

22.9 

17.9 

22.2 

26.0 

18.2 

17.2 

14.6 

1.6 

0.6 

0.7 

0 20 40 60 80 100

１年未満(n=39)

１年～３年未満(n=63)

３年～５年未満(n=73)

５年～10年未満(n=154)

10年～15年未満(n=134)

15年以上(n=144)

満足している どちらともいえない 不満である 無回答

●通算勤務年数別・仕事の満足度 (%)

57.0

66.3 

61.5 

23.8 

15.7 

15.4 

18.5 

18.1 

23.1 

0.7 

0 20 40 60 80 100

正規職員

(n=428)

非正規職員

(n=166)

その他(n=13)

(%)

満足している どちらともいえない 不満である 無回答

●雇用形態別・仕事の満足度



意向に沿った支援

04

サービスを提供する本人・家族の意向確認につ

いて，「確認している」が86.5％であったのに対

し，「確認していない」が12.9％みられます。特

に通算勤務年数が１年未満では，25.6％と多く

なっています。

確認していない理由について，「意向確認は自

分の役割ではないから」（44.9％），次いで「意

向を確認する機会・タイミングがなかったから」

（38.5％），「意向を確認する時間が作れなかっ

たから」（16.7％）が上位となっています。

また，確認した本人・家族の意向を多職種と共

有しているかについては，「共有している」

（65.9％），「常に共有している」（23.8％）を

合わせた約９割が共有しています。

多職種と共有していない理由については，「業

務が多忙だから」（54.7％），次いで「共有する

ツールがないから」（49.1％），「その他」

（17.0％）の順に多くなっています。

13

仕事の継続意向

03

現在の職種での仕事の継続意向について，

「当面は続けたい」が53.9％で最も多く，

次いで「ずっと続けたい」（21.3％），「どち

らともいえない」（13.5％）となっており，前

回調査と比べて，仕事の継続意向が高く

なっています。通算勤務年数が短い人ほど

退職意向が強く，「あまり続けたくない」「近

いうちに辞めたい」を合わせると，１年未満

（18.0％），１～３年未満（17.4％）では多

くなっています。また，仕事に不満を持って

いる人の約４割に退職意向がみられます。

21.3

17.5 

53.9 

52.3 

13.5 

16.3 

7.1 

9.8 

3.3 

4.0 

0 20 40 60 80 100

全体(n=607)

前回調査(n=724)

(%)

ずっと続けたい 当面は続けたい どちらともいえない

あまり続けたくない 近いうちに辞めたい 無回答

●通算勤務年数別・仕事の継続意向

20.5

22.2 

20.5 

18.2 

18.7 

27.1 

51.3 

39.7 

57.5 

52.6 

56.9 

7.7 

19.0 

15.1 

15.6 

12.7 

10.4 

10.3 

9.5 

2.7 

9.7 

7.5 

4.2 

7.7 

7.9 

2.7 

3.2 

2.2 

1.4 

2.6 

1.6 

1.4 

0.6 

1.5 

0 20 40 60 80 100

１年未満(n=39)

１年～３年未満

(n=63)

３年～５年未満

(n=73)

５年～10年未満

(n=154)

10年～15年未満

(n=134)

15年以上(n=144)

(%)

ずっと続けたい 当面は続けたい どちらともいえない

あまり続けたくない 近いうちに辞めたい 無回答

●通算勤務年数別・仕事の継続意向

86.5

71.8 

81.0 

90.4 

83.8 

87.3 

93.1 

12.9 

25.6 

19.0 

8.2 

15.6 

11.9 

6.9 

0.7 

2.6 

1.4 

0.6 

0.7 

0 20 40 60 80 100

全体(n=607)

１年未満(n=39)

１年～３年未満

(n=63)

３年～５年未満

(n=73)

５年～10年未満

(n=154)

10年～15年未満

(n=134)

15年以上

(n=144)

(%)

確認している 確認していない 無回答

●通算勤務年数別・家族，本人の意向確認の有無



医療・介護連携

05

気兼ねなく相談できる介護職がいる医療職

は64.4％，一方，気兼ねなく相談できる医療

職がいる介護職は51.4％となっています。

医療職から介護職へ相談する際の困難度は，

「あまり感じない」が34.7％で最も多く，次

いで「感じない」（23.8％），「どちらともいえ

ない」（20.8％）となっています。一方，介護

職から医療職へ相談する際の困難度は，「す

こし感じている」が30.2％で最も多く，次い

で「感じている」（20.2％），「あまり感じな

い」（17.3％）となっています。介護職から医

療職への相談では，医療職から介護職への

相談に比べ，敷居が高いと感じる割合が多

いことがうかがえます。

生活の満足度

06

現在の生活の満足度について，「満足している」

（14.8％），「やや満足している」（44.3％）を合

わせた59.1％が満足しています。一方，「やや不

満である」（9.6％），「不満である」（4.6％）を合

わせた14.2％が不満であるという結果になってい

ます。

正規職員では，「満足している」が14.0％，「やや

満足している」が43.7％と他の区分に比べて少な

くなっています。

勤務年数が３年以上の人は「満足している」「やや

満足している」が多い傾向があるほか，仕事の満

足度の高い人では，生活の満足度も高い傾向に

あり，「満足している」（23.8％），「やや満足して

いる」（58.0％）を合わせると8割を超えています。

14

64.4

51.4

29.7

40.6

5.9

8.0

0 20 40 60 80 100

医療職から介護職へ

の相談先の有無(n=101)

介護職から医療職へ

の相談先の有無(n=451)

(%)

いる いない 無回答

●医療職・介護職の相談先の有無

1.0

20.2

12.9

30.2

20.8

15.5

34.7

17.3

23.8

8.9

6.9

8.0

0 20 40 60 80 100

医療職から介護職へ

相談する際の困難度(n=101)

介護職から医療職へ

相談する際の困難度(n=451)

(%)

感じている すこし感じている どちらともいえない

あまり感じない 感じない 無回答

●医療職・介護職の相談する際の困難度

14.0 

16.3 

23.1 

43.7 

46.4 

38.5 

24.8 

25.9 

38.5 

11.0 

6.6 

5.4 

3.0 

1.2 

1.8 

0 20 40 60 80 100

正規職員

(n=428)

非正規職員

(n=166)

その他

(n=13)

(%)

満足している やや満足している どちらともいえない

やや不満である 不満である 無回答

●雇用形態別×生活の満足度

14.8 44.3 25.4 9.6 

4.6 

1.3 

0 20 40 60 80 100

全体

(n=607)

(%)

満足している やや満足している
どちらともいえない やや不満である
不満である 無回答

●生活の満足度
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その他参考調査

（1）調査概要

調査名 調査概要 調査対象者

医療従事者満足度
調査

調査方法：インターネット調査
調査期間：令和4年11月16日から

令和5年1月9日
在宅医療に関わる医療従事者

介護保険利用者と
家族への満足度調査

調査方法：郵送配布－郵送回収
調査期間：令和4年11月から

令和4年12月9日
介護保険サービスを利用しているかた

調査名 発送数 有効回答数 有効回答率

医療従事者満足度調査 対象者約366人 100名 27.3%

介護保険利用者と
家族への満足度調査

本人 3,169件 1,185件 37.4％

家族 3,169件 1,555件 49.1％

現在の仕事への満足度について，『満足してい

る』（「満足している」「やや満足している」の合

計）は78.0％となっています。

仕事への満足度

01

相談しやすい専門職

03

（2）回収状況

医療従事者満足度調査

相談しやすい専門職について，「医療職の同職

種」が53.0％で最も多く，次いで「医療職の他

職種」が25.8％，「介護職」が9.8％となって

います。 「いない」は11.4％となっています。

意向に沿った支援

02

本人・家族の意向を確認している人は88.0％と

なっています。

また，『本人・家族の意向を多職種と共有してい

るかた』（「常に共有している」「共有している」

の合計）は81.8％となっています。

42.0

36.0

11.0

9.0

2.0

0 20 40 60 80 100

満足している

やや満足している

どちらともいえない

やや不満である

不満である

(n=100)

●仕事の満足度 (%)

88.0

12.0

0 20 40 60 80 100

確認している

確認していない

●意向に沿った支援
(n=100)

(%)

37.5

44.3

14.8

3.4

0 20 40 60 80 100

常に共有している

共有している

あまり共有していない

共有していない

(n=88)

(%)●本人・家族の意向を多職種と共有しているか

53.0

25.8

9.8

11.4

0 20 40 60 80 100

医療職の同職種

医療職の他職種

介護職

いない

(n=100)

(%)●相談しやすい専門職



生活への満足度について，「満足してい

る（10～8点）」は介護保険サービスを

受けている本人が32.4％ ，家族が

29.9％となっています。回答者の中では，

家族の生活満足度は介護保険サービス

を受けている本人に比べてやや低い状

況がみられます。

自身の望む暮らしをサービス担当者が

実現しようとしてくれていると思うか

03

介護保険利用者と家族への満足度調査

生活への満足度（本人，家族）

01

サービス担当者に自分の意向を伝えているか

02

サービス担当者に自分の意向を伝えて

いるかについて，『伝えている』（「伝え

ている」，「やや伝えている」の合計）は

71.1％となっています。

回答者の約７割のかたが，サービス担当

者に自分の意向を伝えられている状況

がわかります。

自身の望む暮らしをサービス担当者が

実現しようとしてくれていると思うかにつ

いて，『思う』（「思う」，「やや思う」の合

計）は73.5％となっています。

サービス担当者に自分の意向を「伝え

ている」と回答した人の割合と，サービス

担当者が自身の望む暮らしを実現しよ

うとしてくれていると「思う」と回答した

人の割合は同程度となっています。
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32.4

29.9

46.8

47.9

17.6

19.1

3.2

3.1

0 20 40 60 80 100

本人満足度

(n=604)

家族満足度

(n=876)

(%)

10～8点 7～5点 4～0点 無回答

●本人・家族の生活満足度

37.8 33.3 13.3 6.4 

2.2 

6.9 

0 20 40 60 80 100

全体

(n=624)

(%)

伝えている やや伝えている どちらともいえない

あまり伝えていない 伝えていない 無回答

●サービス担当者に自分の意向を伝えているか

40.2 33.3 15.4 

3.5 1.1 

6.4 

0 20 40 60 80 100

全体

(n=624)

(%)

思う やや思う どちらともいえない

あまり思わない 思わない 無回答

●自身の望む暮らしを
サービス担当者が実現しようとしてくれていると思うか

※在宅医療利用者に限定した集計結果


